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　家族全員で防災会議を開き、わが家の安全対策や
避難の方法、緊急連絡手段の取り決めなどの話し合い
をしましょう。また持ち出し品や防災用具の点検、補充
をしておきましょう。

　日本は、世界有数の地震国であり、過去に
地震により多くの被害を受けてきました。津波
被害の東日本大震災、震度７という大きな揺れ
によって被害を受けた阪神・淡路大震災など甚
大な被害が続いています。

●消火や避難口の確保、非常
持出品の点検等の役割を決
める。

●家族内に高齢者や病気にか
かっている人がいる場合は、
その避難方法を考える。

●家族の安否を確認する方法
を決めておく。

●災害用伝言ダイヤル「171」や
「災害用伝言板」の使い方を
覚える。〈使い方は11ページを参照〉

●家族で必要な物がそろって
いるか確認する。

●飲料水、非常食は定期的に
取りかえる。

●家具類は一つの部屋に
まとめて置き、家の中
の逃げ場として安全な
空間を確保する。

●空間スペースがつくれ
ない場合は、家具類の
配置を工夫する。

●安全に避難できるよう
に、通路や出入口には、
物を置かない。

●とくに子どもや高齢
者、障がいのある人
などの寝室には倒れ
そうな家具類を置か
ない。置く場合は、
低い家具を選ぶ。

●見えないところは専門の業者に
見てもらい右のようなブロック
塀は補強しましょう。

●避難場所まで家族全員で歩
き下見をする。

●安全な避難経路を決める。

防災会議を
家族全員で
開こう

家族の役割分担を決める

緊急連絡方法を確認する

非常持出品を
チェックする

（10ページのチェックリスト参照）

家の中に安全なスペースをつくる

出入口や通路に
物を置かない

寝室には家具を置かない

ブロック塀の安全点検

【タンス・本棚】
● L字金具や転倒防止器具で
しっかり固定する。二段重ね
の家具はつ
なぎ目を金
具で連結し
ておく。

【ガラスの飛散防止】
● 窓ガラスには飛
散防止のフィル
ムをはり、ガラ
スが飛び散らな
いようにする。

【プロパンガス】● ボンベはしっかりと鎖で固定して倒れないようにしておく。

【食器戸棚】
● 食器戸棚は棚板に滑りにくい
布やシートを敷いておく。扉
が開かないよ
うに止め金具
をつける。

【ベランダ】
● 植木鉢などの整理をする。
落ちるおそれ
がある場所に
は何も置かな
い。

【テレビ】
● できるだけ低い位置に置き、
壁や柱に金具で固定する。
ビデオデッキ
などの上のテ
レビはバンド
で固定する。

【屋根】
● 不安定な屋根
のアンテナ、
屋根瓦は補強
する。

家具の転倒防止とガラスの飛散防止対策をする

避難場所や避難経路を
確認する

わが家の危険箇所を
チェックする

防災用具をチェックする

地  震
編

  高い！  控え壁がない！

   鉄筋が入っていない！

防災会議のテーマ

まずは家の安全対策

●消火器の設置場所と使用方
法を覚える。

●家具の転倒やガラス片によ
るケガを防ぐため、家の中
を点検する。

●家のまわりの安全点検をする。
（ブロック塀やボンベなど）
●河川やガケなどの危険箇所
を確認する。

〈取扱いは5ページを参照〉

●救急医薬品の点検と補充を
する。
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●ガス台のまわりに燃えやすい物を置かない。食
用油は、低い位置、安全な場所に置く。

●炊事の最中に火元から離れるときは、火を完全
に消す。

●ガス器具の火種はつけっぱなしにしない。
●電熱器はコンセントにつないだままにしておか
ない。

●油なべから離れるときは必ず火を消す。

●人の動きの邪魔になら
ない位置に置く。

●耐震自動消火装置の
作動を確認する。

●洗濯物やカーテンなど
燃えやすい物から遠ざ
けて置く。

●給油後はふたをしっか
りしめる。

●アイロンやドライヤーはコンセントにつないだま
まにしておかない。

●たばこの吸いかけを、放置しない。
●仏壇のろうそくや
線香は火を付けた
ままにせず、離れ
るときは消す。

台所の注意

油なべの注意

ストーブに注意

●「火事だ！」と大声を出して
家族や近所に知らせ「１１９
番して！」とアピールする。

●声が出ないときは、非常ベ
ルや音の出る物をたたいて
知らせる。

●小さな火のうちに消火する。
●手分けして、消火器や水で
消火する。

●炎が天井に達したら、消火
をあきらめ避難する。

●煙の中を避難するときは、
煙を吸い込まないようにす
る。床面に顔をつけるよう
にしてはって移動する。

まず、大声で知らせる 落ち着いて初期消火する 早く避難する

万が一火が出たら

安全栓を
抜く

ホースを
火元へ

レバーを
強く握る

その他の注意

地震後に火事を出さないために

●倒れてくる家具や落下物に注
意する。

●テーブルなどの下に入る。
●家族間で声を掛け合う。

●生活必需品の調達や健康被害
に備えた医療機関、トイレの
場所などの情報を集める。

●集団生活のルールを守る。

●火元を確認し、出火があれば
大声で知らせ消火する。

●家族の安全を確認する。
●靴をはく（足を守る）。
●ドアを開けて避難路を確保する。

●生活必需品は備蓄でまかなう。
災害発生から３日間は、外部
からの応援は期待できない。

●正しい情報を聞く。デマに惑
わされず、防災機関など公的
機関の広報に注意する。

●壊れた家には入らない。

●避難準備をする。
●テレビやラジオ、しーたん通
信などの放送に注意する。

●避難勧告・指示が出た場合は、
近所と協力して避難所へ。

地震発生
落ち着いて、自分の身を守る

３日以降
生活維持

１～２分
家族や財産を守る

数時間～２日経過
自力でしのぐ

５分～１０分
近所の協力

１０分～数時間
避難準備

　地震による被害を軽減するには、住宅の耐震化が必要です。市の助成制度を活用し、まずは自宅の「耐震
診断」から始めましょう。

助成制度の種類
　●簡易耐震診断推進事業　  ●住宅耐震改修計画策定費補助　  ●住宅耐震改修工事費補助

対象となる住宅　昭和 56 年 5月31日以前に着工の住宅（共同住宅含む）

●お問い合わせ先　都市整備課（市役所２階）  ［電話番号］0790-63-3106

●わが家の安全を確認し余震に
備える。

●電気のブレーカーを切る（通
電火災を防ぐ）。

●近所の消火活動や救出活動
に協力する。

我が家の耐震化

地震から身を守る 「行動パターン」
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自宅や近くの建物で、　　   

少しでも浸水しない、   

土砂災害の危険が少ない

安全な場所へ移動する。

すでに災害が発生、　　　

または発生する恐れの　

ある状況。

高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保

避難情報の種類



　自動車での避難は緊急車両の妨げに
なります。また、浸水すると水圧でド
アが開かなくなり危険です。特別の場
合を除きやめましょう。

車での避難は控える

　夜間や激しい降雨時、道路冠水
時など、危険箇所の把握が困難な
場合は、屋外での移動はできるだ
け避けなければなりません。浸水
深が 50 センチを上回る（膝上）
場所での避難行動は危険であり、
流速が早い場合は浸水深 20セン
チ程度でも歩行は不可能です。ま
た浸水深が10センチ程度でもマ
ンホールや用水路の位置がわから
ず転落するおそれがあります。逃
げ遅れた場合は「高所で助けを待
つ」という選択も必要です。

水量に注意する

●避難所では共同生活のルールを守りましょう。
　避難所では、大勢で共同生活を送ることになります。状況によっては、数日間に及ぶ場合もあります。
ルールを守り、お互いに協力して生活するよう心がけましょう。

●高齢者や身体に障がいのある人、乳幼児を抱えた人など、災害時要援護者への気配りを心がけてくだ
さい。

●避難所では係員の指示にしたがってください。

　危険がせまったときには、市役
所や警察署、消防署、消防団な
どから、しーたん通信や広報車で
避難を呼びかけます。呼びかけが
あった場合には、速やかに避難し
てください。

避難の呼びかけに
注意する

　避難をするときは、近隣の方と
声をかけ合って避難しましょう。
また、水面下では道路や側溝な
どの境目がわかりにくいため、杖
などで安全を確認しながら歩きま
しょう。

二人以上で避難する

　高齢者や介助の必要な人は早
めの避難が必要です。隣近所の
災害時要援護者の避難を支援し
ましょう。

災害時要援護者の避難に
協力する

避難所での過ごし方

風水害時の避難のポイント
災害時要援護者支援 ＜安全な災害時要援護者の誘導方法について＞

●安否を確認し、避難所へ誘導しましょう。
●避難が不要な場合でも、災害時要援護者が
孤立しないように声をかけましょう。

●家族や緊急連絡先などへの連絡に協力しま
しょう。

●あらかじめ災害時の援護者を決
めておき複数で対応できるよう
にしましょう。

●車いすや担架を用いる他、緊急
時にはおぶって避難しましょう。

●ていねいな言葉で、ま
ず声をかけましょう。

●誘導するときは、杖を
持っていない方のひじ
の付近を支え、ゆっくり
と歩きましょう。

●簡潔でわかりやすい言葉を使いましょう。
●口頭で伝えるだけでなく、文書も配布しま
しょう。

●聴覚に障がいのある人や高齢者に対しては、
大きな声で、ゆっくり、はっきり話しましょう。

●文字による伝達は、大きくわかりやすい字
で、子どもなどにも伝わるよう、ひらがなを
多く使うなど配慮しましょう。

●正面から口を大きく動かして話しかけるよう
にしましょう。

●口頭で伝わりにくいとき
は、身振り手振りや筆談
で正確な情報を伝えま
しょう。

●階段では２人以上で援
助します。上りは前向
き、下りは後ろ向きに
移動しましょう。

●支援者が一人のときは
おぶって避難しましょう。

●簡潔に状況を説明し、十分
に安心させるように心がけ
ましょう。

安否の確認

高齢者や傷病者

情報格差をなくす

聴覚に障がいのある人

車椅子を利用している人

精神障がいのある人

支援するときに心がけること

●相手を尊重する。
●笑顔で接し継続して行う。
●プライバシーや秘密を守る。
●できない無理な約束はしない。

視覚に障がいのある人

●かかりつけ医などの情報収
集や医療機関への連絡を
援助しましょう。

持病のある人

●避難するときは、声をかけて落ち着
かせ安全な場所へ誘導しましょう。

●言葉で理解できない場合は、手を
引いて安全な行動ができるよう誘導
しましょう。

知的障がいのある人
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　大きな災害で被災地へ電話がつながりにくい状況になった場合に利用できるようになる声の伝言板
です。１７１番「いない」で覚えておきましょう。

　大きな災害が発生した場合に携帯電話のネット上に緊急に設けられる伝言板です。

災害用伝言ダイヤル

携帯電話の災害用伝言板

１
い

7
な

１
い

伝言を残す

伝言を登録する

伝言を聞く

伝言を確認する

　　　　　にダイヤル

　　を押す

自宅の電話番号を市外局番から入れる

　　　を押す

録音（30秒以内）

　　　を押す

トップ画面の　　　　　　　  を選択

　　　　を選択

　　　　　　　を選択（書き込み可）

　　　　を選択

トップ画面の　　　　　　　  を選択

　　　　を選択

相手の携帯電話番号を入力

　　　　を選択

　　　　　にダイヤル

　　を押す

自宅の電話番号を市外局番から入れる

　　　を押す

再生

　　１ 　　　　　　7 　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 災害用伝言板 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 災害用伝言板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　登  録 　　　　　　　　　　　　　　　　　　確  認

　　　　　　　　　　　　　　　　登  録 　　　　　　　　　　　　検  索

　　　　　　　　　　　　　　　　伝える項目

　　　　１ 　　　　　　7 　　１

　　　　　　１
　　　　１

　　　　　　　　　　9

　♯
　　♯

　　♯

１ 2

「安否の確認」 家族と連絡をとる非常持出品の用意
　災害時、最も気がかりなのは家族の安否です。家族は仕事や学校などで離れて生活していることが多い
ものです。電話が不通の場合であっても、そのほかの複数の通信手段を使って連絡が取れるようにしてお
きましょう。また、通信手段がすべて断たれることも想定し、家族の集合場所や子どもを迎える方法を決
めておくことも大切です。

　家庭備蓄品と非常持出品の準備をしておきましょう。
　普段から最低でも３日分の食料や水などの家庭備蓄品を準備しましょう。
　また、懐中電灯や携帯ラジオなどを非常持出袋に入れ、玄関などの持ち出しやすい場所に用意しておきましょう。

非常食 ・ 水 その他

貴重品

救急医療品

二次持出品 ［復旧するまでの数日間（最低３日分）自活するために必要なもの］

水
カンパン
缶詰
　※乳幼児がいる場合は、粉ミルクなども

忘れずに。

食品 缶詰やレトルト食品、ドライフーズや栄養補助食品など。最低３日分。

水 飲料水は大人一人３リットルが目安。最低３日分。

その他 卓上コンロや予備のガスボンベ、固形燃料、毛布、寝袋、洗面用具など。

懐中電灯
　できれば一人にひとつ。予備の電池も忘れずに。

携帯ラジオ
　小型で軽く、AM・FMの両方聞けるもの。

筆記用具
雨カッパ
ヘルメット（防災ずきん）
着替え
紙おむつ
乳幼児の衣類
生理用品
タオル
軍手
ライター
缶切り
ろうそく
ナイフ
ビニール袋
ティッシュペーパー

現金
預金通帳
印かん
健康保険証

キズ薬
ばんそうこう
解熱剤
かぜ薬
胃腸薬

目薬
常備薬

　いざというときに慌てないために、事前に土のうなどを準備しましょう。

土のうを準備しておきましょう

電話が通じない場合でも、携帯電話やパソコンの電子メールが使える場合もあります。また、自宅に
避難先などを書いたメモを残すのも有効な手段です。
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